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,．はじめに
カナダでは，近年，自然公園の職員数や予算が削減
され，公園管理が民間の諸団体に移行される傾向にあ
る。そのためボランティアのニーズが高まりつつあり，
その体制や運営も見直されてきている。自然公園にお
けるボランティアや民間諸団体管理に関する既存研究
には，ボランティアの活動動機に関する研究や，公園
の民間管理における制度の変化についての研究がある。
Bruyera & Rappe (2007) は，自然環境関連のボランティ
ア活動者の最大の動機が，環境を守ることであるが，
自分が利用するレクリエーションの場を改善すること
や，自分の価値を表現することも活動動機の 1つであ
ることを明らかにした。親泊 (2013) は，カナダの国
立公園制度の変遷を捉えるとともに，公園管理の民間
管理が加速していることを指摘した。Paul et al.（2005）
は，地域ごとの事情や状況および地域社会を尊重した
管理が必要だと提言した。公園の地理的条件や住民の
属性によって，管理の実践は大きく異なり，事例研究
が重要だと考えられる。そこで本研究では，カナダに
おいて利用者が多い公園のうち，ボランティア活動の
できる住民層が多い地域と少ない地域それぞれにおい
て，ボランティアの活動形態を比較し，州立公園にお
けるボランティア活動による維持管理の地域的特徴を
検討した。 
カナダの自然保護地域は公地に設置されており，連
邦政府や州政府，地元自治体によって管理されている。
しかし，カナダ国民やカナダの環境団体は「トップダ
ウン型」の生態系や自然保護地域へのアプローチに次
第に不満を抱くようになり，「コミュニティ・ベースト
型」の公園管理を求めるようになっており（Dearden 
2009），民間による州立公園などの維持管理が進められ
てきている。なかでもブリティッシュ・コロンビア州
は，伝統的に政府と民間が協働して公園の維持管理を
進めてきたため，本稿ではカナダのブリティッシュ・
コロンビア州のボランティアと公園施設管理者（PFO）
による州立公園管理に着目する。まず初めに本研究は，
ボランティア団体と民間セクター，および州政府の公
園管理の協働体制を検討する。次に，地域環境や地域
的背景の異なる 2つの事例を取り上げ，公園の維持管
理の違いを比較検討し，地域の環境や状況に適応した
公園管理について議論する。 
調査研究は，文献調査と，BC パークス（ブリティ
ッシュ・コロンビア州立公園局）のカムループス事務
所のインタビュー調査，および統計データや各セクタ
ーのウェブサイトに基づいてデータを収集し，それら
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を総合的に分析する。文献調査では，カナダの州立公
園の歴史背景をみる。BC パークスのインタビューで
は，BC パークスのボランティアプログラムの開設の
理由やその効果について明らかにする。各セクターの
年間報告や統計データやウェブサイトからは，各組織
における過去や現在の公園の維持管理方法や状況が明
らかにする。 
 
Ⅱ．カナダの州立公園の地域的差異
カナダの州立公園の概要
カナダの州立公園は，国立公園と同じく 19世紀後半
に設立された。自然資源の消耗や美しい自然景観の破
壊への懸念や，大自然でのレクリエーションへの都市
住民のニーズが増加したことが州立公園設立の背景に
あった。カナダで初めての州立公園は，アルゴンキン
州立公園で，1893年に「アルゴンキンオオカミ」とそ
れらが生息する自然環境を保護することを目的とする。
この公園の基本的な概念は 1885 年に，国有地局の事務
官として，北方林や野生生物の破壊を心配していたア
イルランド移民のアレクサンダー・カークウッドが，
新しくアメリカ合衆国にイエローストーン国立公園や
カナダにバンフ国立公園が設置されたことを契機に考
案した。 
カナダの州立公園誕生の契機となった国立公園の概
念はアメリカ合衆国で生まれた。当時，ヨーロッパ貴
族の庭園や狩猟の場という意味であった「公園」が変
化し，都市住民のためのレクリエーションや憩いの場
という意味の「公園」と自然景観の保護という思想を
結びつけたので，それはユニークな概念であった。そ
の後，アメリカ合衆国の国立公園制度に倣って，カナ
ダやニュージーランド，オーストラリアの新大陸の
国々が，自然公園の管理体制を国立公園として築き上
げた。各国の管理体制はそれぞれの国の事情を反映し
て少しずつ異なっていた。 
ニュージーランドはアメリカ合衆国と同じく野生生
物を保護するために国立公園を設置した。ニュージー
ランドの中央政府の公園管理局が 1903 年に景観保護
法によって初めて設置されたが，公園管理局の役割は
公園の観光を促進するためのもので，実質的な公園管
理は地元自治体に任せられていた。オーストラリアは
493 の国立公園（1990年）があるが，連邦政府が管理
しているのは 6公園のみで，他の国立公園は全て州政
府が管理している。カナダの国立公園は，当初は森林
伐採されているところや，野生生物を保護している場
所もあったが，基本的には遠隔地で人為的影響が加わ
らず自然が保たれている原生地域を中心にして設置さ
れた。その後，交通機関が整備され，宿泊施設が提供
されるようになると，レクリエーションの機能も重要
視されるようになった。1900年代初めには国立公園は
大自然のなかでカヌーや釣り，あるいはキャンプをす
るための観光地になった。 
カナダの国立公園と州立公園は，野生生物の生息地
を保護し，国民にレクリエーションの機会を提供する
という目的は共通しているが，設置機関や土地所有者
が異なっている。国立公園は国立公園法のもと，環境
省管轄の連邦政府機関であるパークスカナダによって
設置されている。国立公園は国有地として，カナダの
州や準州に設置されるが，州政府は州内に土地を所有
しているので，連邦政府は国立公園を設置するとき，
州政府と交渉しなければならず，国立公園の設置は難
しい。そのため，国立公園の数や面積は州立公園のも
のよりも少ない。一方，州立公園は州政府によって設
置・管理されるが，公園の管理区分は連邦制のため州
によって異なる。 
カナダの州立公園は，数・面積ともに国立公園より
多く，カナダ各地に分布している。しかし，州立公園
は州によって，あるいは都市からの距離によって特徴
や目的が異なっている。例えば，カナダの国土は広大
だが，人口は気候条件により南側のアメリカ国境沿い
に集中するため，総人口の 75%以上が南部の都市域に
居住している。このため，都市に近い公園は，土地利
用の関係から，面積が小さいが数が多く，主にレクリ
エーション目的で設置されている。一方，都市から遠
隔地にある国内北部の公園は，数は少ないが面積が大
きく，自然保護を目的として設置されている（図 1）。 
 
ブリティッシュ・コロンビア州の州立公園管理
ブリティッシュ・コロンビア州の州立公園は，カナ
ダの州・準州のなかで最多で，1,030 公園を数える。そ
の総面積は約 1,400 万 ha で，ブリティッシュ・コロン
ビア州の土地の 14.4%を占める（2013 年時点）。しか
し，ブリティッシュ・コロンビア州は，カナダの州の
なかで公園にかけられる予算が最も少ない州の１つで
ある。表 1は，西部の 4州における州立公園を維持管
理するための職員数や予算等を示している。ブリティ
ッシュ・コロンビア州の東隣にあるアルバータ州と比
較した場合，アルバータ州は 1ha 当たりの職員数がブ
リティッシュ・コロンビア州の 11.7 倍で，1ha 当たり
の予算もブリティッシュ・コロンビア州の 6.7 倍にな
っている。これらの違いは州経済の豊かさによるもの
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図 1 カナダの州立公園の分布  
資料：各州政府ホームページ 1)により著者作成 
表 1 カナダの西部 4州における公園管理の予算と職員数 
 
資料：Western Canada Wilderness Committees 2007. Western Canada's Provincial Parks.より引用 
 
であると推測される。 
アルバータ州は，石油産業や農業，テクノロジー産
業が発展しており，カナダの州のなかでも最も良好な
経済状況にある。例えば，2007 年の州住民 1人当たり
の GDP はカナダの州のなかで最も高く，74,825 カナ
ダドルであった（State of the West 2010）。一方，ブリテ
ィッシュ・コロンビア州の経済は歴史的に林業と鉱業
を中心に天然資源や地下資源に依存してきた。近年で
は建設業や小売・サービス業の雇用の割合が増え，自
然資源に依存する分野の雇用は徐々に減ってきている。
また，都市地域ではサービス業が多くなり，金融業や，
保険業，および不動産業や企業経営業の分野に従事す
る人口も多くなっている。しかし，都市域以外の経済
は依然として自然資源の利用に依存している。したが
って，本研究では，公園管理の予算が限られている状
況のなかで，公園の維持管理においてボランティアの
国立公園
（カナダ全土）
ブリティッシュ・
コロンビア州
アルバータ州 サスカチュワン州 マニトバ州
公園数 㻠㻞 㻤㻡㻞 㻡㻜㻠 㻝㻥㻢 㻥㻣
公園面積（万ha） 㻞㻘㻣㻜㻜 㻝㻘㻟㻜㻥 㻞㻣㻜 㻝㻠㻜 㻟㻥㻡
年間予算（万カナダドル） 㻡㻟㻘㻞㻜㻜 㻟㻘㻟㻜㻜 㻠㻘㻢㻜㻜 㻞㻘㻜㻜㻜 㻞㻘㻞㻢㻟
1ha当たりの予算（カナダドル） 㻝㻥㻚㻣 㻞㻚㻡㻞 㻝㻣㻚㻜㻟 㻝㻠㻚㻞㻤 㻡㻚㻣㻞
職員数（人） 㻠㻘㻞㻜㻜 㻝㻣㻥 㻠㻟㻞 㻞㻡㻞 㻟㻝㻞
職員1人当たりの面積（ha） 㻢㻘㻠㻞㻥 㻣㻟㻘㻝㻞㻤 㻢㻘㻞㻡㻜 㻡㻘㻡㻡㻢 㻝㻞㻘㻢㻣㻣
パークレンジャー数（フルタイム） 㻠㻞㻡 㻢㻠 㻝㻜㻡 㻝㻤 㻡㻤
レンジャー1人当たりの面積（ha） 㻢㻟㻘㻡㻞㻥 㻞㻜㻠㻘㻡㻟㻝 㻞㻡㻘㻣㻝㻠 㻣㻣㻘㻣㻣㻤 㻢㻤㻘㻝㻥㻟
レンジャー1人当たりの公園数 㻜㻚㻝 㻝㻟㻚㻟 㻠㻚㻤 㻝㻜㻚㻥 㻝㻚㻣
年間訪問者数（万人） 㻞㻘㻤㻜㻜 㻝㻘㻤㻟㻜 㻤㻡㻜 㻞㻠㻜 㻡㻝㻣
レンジャー1人当たりの訪問者数（人） 㻢㻡㻘㻤㻤㻞 㻞㻤㻡㻘㻥㻟㻤 㻤㻜㻘㻥㻡㻞 㻝㻟㻟㻘㻟㻟㻟 㻤㻥㻘㻝㻡㻣
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ニーズが高まっているブリティッシュ・コロンビア州
の州立公園に注目した。 
ブリティッシュ・コロンビア州の州立公園は，図 2
に示したように BC パークスのレンジャーと公園施設
管理者（Park Facility Operator，以下 PFO），およびボラ
ンティアが直接に維持管理している。ブリティッシ
ュ・コロンビア州の州立公園は，州の環境省の一機関
であるBCパークスによって管轄されている。BCパー
クスは州都のビクトリアにある本部と，5 つの地方事
務所（ノーザン，トンプソンカリブー，クートネイオ
カナガン，サウスコースト，ウェストコースト）を拠
点に，州立公園を管理運営している。PFO は， BCパ
ークスから委託されてキャンプ場やアスレティックフ
ィールドなどの施設運営やサービスを行っている民間
組織である。PFOの多くは有限会社などの法人組織に
なっており，1 つの州立公園だけを維持管理する PFO
もあれば，特定の範囲において複数の公園を管理する
PFO もある。また，ボランティアは，1911年にストラ
スコナ州立公園が州で初めての州立公園として設置さ
れて以来，州立公園の維持管理や発展に寄与している。
ボランティアは 1年を通してトレイルや施設の整備，
キャンプ場の管理人，さらに生態系モニタリング，野
生生物数調査の担当者，生態系保護監督者，環境教育
や自然ツーリズムの解説プログラム，公園の管理や計
画などさまざまな活動を行っている。 
 
 
図 2 ブリティッシュ・コロンビア州の公園管理機関 
資料：BC Parks 2013. BC Parks 2012/13 Annual Reportをもとに
作成 
 
2000年までに2,881人のボランティアが，12万4,000
時間にわたり，保全活動などに従事してきた実績を踏
まえて，ボランティアが州立公園の維持管理に重要な
役割を担っていることを BC パークスは認識するよう
になった。その結果，BC パークスは，2012 年からボ
ランティアを支援する 5か年計画であるボランティア
戦略計画を策定した。BC パークスのスタッフは 2012
年の 2月から 3月まで，ボランティア・ストラテジー
に関する意見を求めて 11 回のワークショップを開催
した。BC パークスはボランティアや PFO，あるいは
公園管理関係者や一般市民とともに話し合った。毎回，
200 人以上がワークショップに参加し，ボランティ
ア・ストラテジーについて 500 人以上がオンライン調
査に回答した。BC パークスのスタッフによると，ボ
ランティア・ストラテジーの 1番の成果はボランティ
ア保険の支援である。従来，BC パークスは個人ボラ
ンティアにのみ保険を提供してきたが，このボランテ
ィア・ストラテジーによって，公式のボランティア団
体活動においても無料で保険が提供できるようになっ
た。 
バンクーバーはブリティッシュ・コロンビア州で最
大の都市であり，高速道路や鉄道路線やフェリーなど，
多くの交通網が集まる結節点（ノード）になっている。
バンクーバーおよびその大都市圏は，交通の至便性を
背景に，人口約 230 万人（2011 年）が居住しており，
ボランティア活動のできる住民層が多い。ボランティ
ア団体数および各団体の所在地とバンクーバーからの
距離の関係をみてみると（図 3），ボランティア団体数
はバンクーバーからの距離が近いほど多く，遠くなる
ほど少なくなる傾向にあることがわかる。以上を踏ま
え，本研究ではボランティアの役割を分析するための
ケーススタディとして，バンクーバーの都市域にある
サイプレス州立公園と，遠隔地にあるウェルズグレー
州立公園との 2つの州立公園を比較する。サイプレス
州立公園は，バンクーバーから最も近い州立公園の 1
つで，州内で 1番入場者数の多い公園でもある。一方，
ウェルズグレー州立公園は，コースト山脈の東側にあ
り，バンクーバーから遠隔地に立地する州立公園とし
て周知されているが，公園の利用者数は多く（2012年，
年間約 30万人の利用者），649 の州立公園中 14番目に
多い。2 つの公園を比較することにより，地域の環境
や背景，あるいは諸事情によるボランティア活動形態
の地域的差異を検討する。ブリティッシュ・コロンビ
ア州は，他州と比べて公園の管理予算が限られている
ため，公的管理から民間管理への移行が他州より早く
から進めており，ボランティア支援の長期計画も進め
ている。ブリティッシュ・コロンビア州の州立公園を
対象地にすることで，限られた予算内でのボランティ
アによる公園の維持管理の特徴を検討することができ
る。 
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図 3 ボランティア団体数とバンクーバーからの距離の関係 
（2014年時点） 
資料：BCパークスのホームページにより著者作成 
Ⅲ．ブリティッシュ・コロンビア州における州立
公園の民間管理の地域的差異
本研究で取り上げるサイプレス州立公園とウェルズ
グレー州立公園は，ボランティア活動が可能な地域住
民の数は異なるが，利用者が多く訪れる公園を支える
ボランティア体制が確立されているという共通点があ
る。それらの州立公園の異なる地域事情や背景，ある
いは周辺環境の特徴を踏まえて，ボランティア体制の
地域的差異を明らかにする。 
図 4 対象地の位置 
サイプレス州立公園におけるボランティア体制
周辺地域と公園の概要
サイプレス州立公園は，国内で社会階層の高いウェ
ストバンクーバー地域に位置している。ウェストバン
クーバーの人口は42,705人（Government of Canada 2011）
で 65 歳以上の人口割合が 22%と，州内で 2 番目に高
齢化した地域でもある。地域住民が多く従事する上位
5 位の職業は，科学技術産業，小売業，ヘルスケア，
金融保険業，教育サービス業で，州内の他地域と比べ
て住民の多くが管理的職業に従事している。また，都
心のバンクーバーに近いことから，バンクーバーに通
勤通学する人や，定年退職者や在宅勤務者が多い住宅
地域である。また，定年退職者や学生など，ボランテ
ィアを行う時間と意欲，およびそれに価値をみいだす
だろう人が多く居住している。 
サイプレス州立公園は 1975年に設置され，公園面積
は約 3,012ha である。サイプレス州立公園はバンクー
バーに最も近い州立公園で（図 4），2010 年の冬季オリ
ンピック会場でもあった。園内には，リフトが常設さ
れたスキー場やハイキングトレイルなどが設けられて
いる。年間利用者数は，約 140 万人（2012年，BC Parks 
2013）で，このうち 40%が冬季に訪れ，60%は春季か
ら秋季に訪れる。春季から秋季はハイキングやキャン
プの目的で利用され，冬季の利用内訳は，アルペンス
キーが 55%，ノルディックスキーが 15%，その他のレ
クリエーション活動が 29%だった（Ministry of Lands, 
Parks and Housing, Province of British Columbia 1997）。公
園内では，ハイキング，キャンプ，スキー，スノーボ
ード，クロスカントリースキー，スノーチューブ，ス
ノーシューなどのアウトドア活動を楽しむことができ
る。 
3)2による公園の維持管理
本公園の PFO は，有限会社サイプレスボールレクリ
エーションズである。その親会社はアメリカ合衆国最
大のスキーリゾートやゴルフリゾートを経営している
ボーインリゾーツ社である。サイプレスボールレクリ
エーションズ社は，1984 年にスキー資産と公園の 50
年間分の利用許可を取得し，公園内でアルペンスキー
やノルディックスキーなどのレクリエーションを提供
するようになった。ダウンヒルスキー用のアルペンエ
リアでは，リフト，カフェ，レストラン，スポーツ用
品店，スキースクールなどの施設の運営管理が行われ
ている。ノルディックエリアでは，スキー用トレイル
やスノーチューブ用広場，およびスノーシューツアー
や音楽イベント，カフェ，スキーレッスン，スキーレ
ンタルなどの運営が行われている。サイプレスボール
レクリエーションズ社は慈善団体や環境保護団体への
支援もしており，慈善活動への資金集めや寄付など熱
心な活動が継続して行われている。サイプレス州立公
園に対しては，紙媒体の公園マップを作成し，それを
寄付しており，州立公園の運営に大きな貢献を果たし
ているといえる。 
ボランティアによる公園の維持管理
本公園では，サイプレス州立公園友の会というボラ
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ンティア団体が維持管理活動をしている。サイプレス
州立公園友の会は 1990年に設営された団体で，公園内
のトレイル整備やガイドウォーク，公園情報資料作成
などを行っている。例えば，2014 年には同団体は公園
マップを大幅に改訂し，改訂した地図を 3万部発行し
た。さらに，夏季に主要なトレイル 4カ所の整備プロ
ジェクトを行った。このトレイルプロジェクトでは，
パークレンジャーとボランティアが共同で，トレイル
上に倒れた木や大きな石の除去作業を行うとともに，
ぬかるみのある危険な道を避けるためにトレイルのバ
イパスをつくった。 
この団体の担い手は，州立公園に隣接した地域コミ
ュニティの人びとであり，その多くは退職者や高齢者
であった。短期間に多くの人手が公園の維持管理に必
要なプロジェクトの場合は，近隣の地域コミュニティ
を中心にサイプレス州立公園友の会以外の団体にもボ
ランティア活動への参加を呼び掛けている。例えば，
2011 年に公園内のトレイルのぬかるみに橋を架ける
プロジェクトの際には，日常的にトレイルランニング
をしているニーナッカード・ランニングクラブもボラ
ンティア活動に加わっており，近隣の地域コミュニテ
ィ，とりわけ地縁的コミュニティがボランティア活動
の中心になっていた。 
 
ウェルズグレー州立公園におけるボランティア体
制
周辺地域と公園の概要
ウェルズグレー州立公園は，バンクーバー大都市圏
から約 400km 離れた遠隔地にあるクリアウォーター
地域に位置している（図 4）。クリアウォーターの人口
は 2,331人（2011年，District of Clearwater. 2012.）と少
なく，地域住民の多くは林業またはウェルズグレー州
立公園の観光業やアウトドア・スポーツ産業に従事し
ている。したがって，ウェルズグレー州立公園周辺の
地域コミュニティは小さく，地域コミュニティを基盤
とするボランティア活動のできる住民層はきわめて低
いといえる。 
ウェルズグレー州立公園は 1939 年に設置され，公園
面積は約 54 万 ha である。ウェルズグレー州立公園の
年間利用者数は約 30 万人で，そのうち日帰りが約 25
万人，キャンプ利用者が約 4万人，ボート利用者が約
1 万人である（2012年，BC Parks 2013）。ウェルズグ
レー州立公園の繁忙期は 8月で，日帰りハイキングや
ピクニック，カヌー目的で訪れる人が多い。公園内で
は，高山植物観察やバードウォッチング，野生動物観
察，ハイキング，ボート，カヌー，カヤックなどのア
ウトドアレクリエーションが楽しめる。公園の利用者
はガイドとともに，乗馬やカヌー，およびラフティン
グや釣り，ハイキングをしたり，猟師や探鉱者に関す
る歴史や，公園内の火山や滝，鉱泉などの自然環境に
ついて学んだりすることもできる。 
3)2による公園管理
本公園の PFO は，有限会社ブラックパークオペレー
ションが担っている。この会社は家族経営で運営され，
ノーストンプソン区域にあるウェルズグレー州立公園
とノーストンプソンリバー州立公園の 2か所を管理し
ている。同社によるウェルズグレー州立公園の管理は
1989 年から始まり，公園の一般的な維持管理が委託さ
れている。このような委託による維持管理は州予算の
削減が始まった時期とほぼ一致しており，PFOの活動
は民間による公園管理に必要不可欠であることを示し
ている。ここでの PFO スタッフは，湖を巡回したり，
トレイルやキャンプ場の維持管理をしたり，利用料金
を徴収したりするなど，利用者が安全に楽しめるよう
な活動を中心に行っている。 
ボランティアによる公園管理
本公園ではウェルズグレー・トレイルソサエティと
いうボランティア団体が維持管理の活動をしている。
この団体はトレッキングを楽しむ同好会的な組織であ
り，地縁的な組織というよりは，機能的な組織といえ
る。そのため，構成員は地域コミュニティに基盤をお
くことなく，州全体から集まっている。この団体は主
に公園内のトレイル整備を行っており，春季から秋季
は散策道を，冬季はスキーコースを中心に整備してい
る。また，夏季には，環境教育を目的とするビジター
プログラムを開催している。ビジタープログラムは 4
日間開催され，1 つのプログラムは 1 時間から 2 時間
で，日帰り客を意識したものとなっている。昼間のプ
ログラムは，屋外でハイキングや火山の歴史，公園内
の動植物について学ぶものになっている。夜間のプロ
グラムは，屋内で動植物の識別方法や火山の歴史を学
んだり，映画鑑賞をしたりする。加えて，公園に隣接
して立地するトンプソンリバーズ大学の研究施設では，
夏季に生物学などの集中講座が開講されており，公園
内の植物のモニタリングをボランティアで行っている。
このような大学によるボランティア活動の公園の維持
管理も機能組織的なものであり，それは地域コミュニ
ティの活用ポテンシャルの低い遠隔地の州立公園の維
持管理を特徴づけている。 
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Ⅳ．ブリティッシュ・コロンビア州における州立
公園の民間管理の地域的差異―むすびにかえて
―
ブリティッシュ・コロンビア州では州予算の削減に
よって，州立公園の維持管理体制が公的なものから民
間に移行する傾向を強くしている。このような傾向は
カナダの州立公園全般にみられるものであるとともに，
オーストラリアやニュージーランド，あるいはアメリ
カ合衆国などでもみられる。そのような背景を踏まえ
て，本研究はカナダのブリティッシュ・コロンビア州
の 2つの州立公園を事例にして，公園の民間管理の地
域的差異を検討した。事例としたサイプレス州立公園
とウェルズグレー州立公園は，公園利用者が州内で比
較的多く，公園の維持管理は適切に行われていた。し
かし両者には，それぞれの地理的立地と民間管理の在
り方に違いがあった。 
サイプレス州立公園はバンクーバー大都市圏に立地
し，社会階層の高い住民が居住する地域に近接してい
る。このような住宅地の住民の多くは管理職や退職者，
あるいは高齢者であり，時間の余裕が比較的あるため，
さまざまなボランティア活動に熱心に参加している。
それは州立公園の維持管理に関するボランティア活動
も例外ではない。他方，ウェルズグレー州立公園はバ
ンクーバー大都市圏から約 400km 離れた遠隔地に立
地し，周辺は人口が減少傾向にある過疎地域である。
そのため，地域コミュニティの規模は小さく，地域コ
ミュニティに基づくボランティア活動もサイプレス州
立公園に比べ盛んとはいえない。しかし，レクリエー
ション・余暇空間としての利用者は少なくなく，別荘
利用者や公園来訪者はブリティッシュ・コロンビア州
全体に及んでいる。これらの人びとが，州立公園にお
ける維持管理のボランティア活動の潜在的基盤になっ
ている。また，州立公園に隣接して立地する大学の研
修施設の利用者も潜在的なボランティア要員となって
いる。 
本研究で取り上げた 2 つの州立公園のように，公園
の民間管理の主体は PFO とボランティアに大別でき
る。PFO は法人組織の維持管理会社で，州の環境省か
ら委託されて州立公園の維持管理を常時行っている。
法人組織の規模の大小はあるが，ブリティッシュ・コ
ロンビア州のほぼすべての州立公園の維持管理はPFO
が担っている。つまり，州立公園の民間管理において
PFO は大都市圏からの距離に関わらず，大きな役割を
担ってきたといえる。一方，ボランティア活動による
州立公園の維持管理は PFO の活動を補完するものと
して位置づけられるが，州立公園の民間管理では必要
不可欠な要素でもある。ただし，ボランティア活動の
担い手は州立公園の地理的立地によって地域的差異が
あった。大都市圏に位置したサイプレス州立公園では
地域コミュニティに基づく地縁組織的なボランティア
に依存し，大都市圏から離れた遠隔地のウェルズグレ
ー州立公園では，地域コミュニティに基づかない機能
組織的なボランティアに依存していた。 
以上に述べてきたことを踏まえて，ブリティッシ
ュ・コロンビア州の州立公園における民間管理の模式
図を図 5に示した。州立公園の民間管理における PFO
の活動は大都市圏からの距離に関係なく行われ，PFO
の活動はすべての州立公園で必要不可欠な要素となる。
他方，PFOを補完するボランティア活動による民間管
理は，大都市圏からの距離によって地域的差異がみら
れた。地域コミュニティからのボランティアが期待で
きる大都市圏ないしは大都市近郊では，地縁組織的な
ボランティアの利用ポテンシャルが高くなる。それに
対して，地域コミュニティからのボランティアがあま
り期待できない大都市の遠隔地や過疎地域では，機能
組織的なボランティアの利用ポテンシャルが高くなる。
したがって，州立公園の地理的立地によって，ボラン
ティア活動の利用ポテンシャルに地域的差異があり，
その差異を踏まえてボランティア利用の効果的な運用
を考えることも州立公園の民間管理では重要である。 
 
 
図 5 カナダ ブリティッシュ・コロンビア州の州立公園に
おける民間管理の模式図 
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注
1) 州政府ホームページは，ブリティッシュ・コロンビア州
BC Parks（http://www.env.gov.bc.ca/bcparks/explore/map.html），
アルバータ州Alberta Parks (http://www.albertaparks.ca/albertap 
arksca/management-land-use.aspx ）， サ ス カ チ ュ ワ ン 州
Saskatchewan Parks（https://saskparks.goingtocamp.com/Saskatche 
wanParks?Map），マニトバ州（http://www.gov.mb.ca/conservation 
/parks/popular_parks/popular_parks/index.html），オンタリオ州
Ontario Parks（http://www.ontarioparks.com/park-locator），ケベ
ック州Parcs Quebec（http://www.sepaq.com/pq/index.dot?langua 
ge_id=1），ニューファンドランド・ラブラドール州 Provincial 
Parks | Environment and Conservation（http://www.env.gov.nl.ca/ 
env/parks/maps/parks_reserves_map.pdf），ニューブランズウィ
ック州Parks New Brunswick（https://parcsnbparks.ca/NewBruns 
wick?Map ）， ノ バ ス コ シ ア 州 Nova Scotia Parks
（https://secure.camis.com/NSDNR/NovaScotiaProvincialParks），
プリンスエドワードアイランド州 Provincial Parks of PEI
（http://www.tourismpei.com/pei-provincial-parks），ユーコン準
州Environment Yukon（http://www.env.gov.yk.ca/camping-parks/ 
campgrounds.php），ノースウェスト準州 Northwest Territories 
Parks（https://nwtparks.ca/），ヌナヴト準州 Department of  
Environment, Nunavut（http://www.gov.nu.ca/environment/infor 
mation/territorial-parks-and-special-places）を参照した。（アクセ
ス日 2015.8.27） 
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